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近年、炎症性腸疾患の新たな治療薬が登場し、治療の選択肢が幅広がると同時に

病態による治療薬の選択が課題となった。加えて，COVID-19 リスク下での治療

法といった問題が急浮上し、治療の選択はより複雑化している。本セッションで

は、これらの問題点を解決すべく、基礎および臨床から広く演題を募集し活発な

ディスカッションを行いたい。 


